
植物油インキマークは植物油
を使用した印刷インキに表示
できるマークです。

発行者：アクシアル リテイリング株式会社    印刷：高速印刷株式会社

新潟県長岡市中興野18番地2〒954-0193
Tel.(0258)66-6711  Fax.(0258)66-6727
https://www.axial-r.com/

［対象期間］２０20年度（２０20年4月～２０21年3月）※  ［対象範囲］アクシアル リテイリンググループ企業  ［発行日］２０21年6月
［参考ガイドライン］ＧＲＩサステナビリティ・レポーティング・スタンダード2016、環境省「環境報告書ガイドライン（2012版）」
［お問い合わせ先］原信ナルスオペレーションサービス株式会社 ＴＱＭＣＳＲ部 環境ＣＳＲ室
［ＴＥＬ］0258-66-8650  ［ＦＡＸ］0258-66-8663  ［ＵＲＬ］https://www.axial-r.com/contact/
※一部に対象年度以外のものを含む場合があります。



日本海東北
自動車道

磐越自動車道

関越自動車道

北陸自動車道

上信越自動車道

長野自動車道

北関東自動車道

東北自動車道

中之島チルドセンター
中之島DC

上越
チルドセンター

前橋物流
センター

埼玉県

栃木県

群馬県

富山県

長野県

新潟県

［社名］アクシアル リテイリング株式会社
［本部所在地］新潟県長岡市中興野１８番地２　
［設立］１９６７年８月  ［資本金］３１億５，９７１万円
［事業内容］
スーパーマーケット事業を中心とした企業集団の持株会社
［ＨＰアドレス］https://www.axial-r.com/
［グループ企業］
株式会社原信／株式会社ナルス／株式会社フレッセイ
原信ナルスオペレーションサービス株式会社／アクシアル レーベル株式会社
株式会社ローリー／株式会社原興産／株式会社アイテック／高速印刷株式会社
力丸流通サービス株式会社／株式会社フレッセイヒューマンズネット
高翔商事株式会社

会社概要

編集方針
　アクシアル リテイリングは、より多くの皆様から当社をご理解いただく
ため「ＣＳＲレポート」を毎年発行しています。本レポートは、主にＳＭ
（スーパーマーケット）事業を中心としたグループ各社の主な活動結果
及び進捗を報告しています。なお、今年度はＳＤＧｓ※のゴールごとに
目指す姿とその取り組みを掲載しました。
※ＳＤＧｓとは、2015年に国連および日本政府が採択した先進国を含む国際社会
全体の2030年に向けた環境・経済・社会についてのゴールです。
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256,351 12,569

アクシアル リテイリング  グループビジョン

我々は毎日の生活に必要な品を廉価で販売し、
より豊かな文化生活の実現に寄与することを目的とする。

❶品質経営
TQM活動の推進により、商品・サービスとそれを支える仕組みの「品質」を向上し、お客様・地域・社会から
より信頼される企業を実現します。

❷環境経営
事業活動を通じて環境課題の解決に取り組み、持続可能な社会の実現に貢献します。

❸健康経営
健康的なライフスタイルを実現できる商品・サービスの提供を通じて、お客様の健康づくりのサポート
を行います。
従業員の健康増進と働きやすい職場づくりを推進し、長く安心して働ける環境を実現します。

❹技術革新への対応
日々進歩する様々な技術の活用に果敢に挑戦し、お客様の利便性と生産性を飛躍的に向上させます。

❺人づくり
自らチャレンジし、変革を起こせるイノベ―ティブな人材を育成します。
人材育成を通じて地域・社会の発展にも貢献します。

グループ各社や個々人が自律的に技量を磨き、全体では調和のとれた活動を行うことで、
今まで以上のマスメリットを創出し、お客様に新たな価値をご提供します。

経営理念の実現に向かう具体的な方向性を示すため、グループビジョンを定めています。

エンジョイ アクシアル セッション

アクシアル リテイリング  グループ経営理念
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営業概要

ライフラインとしての役割を果たし
お客様に豊かさ・楽しさ・便利さを提供いたします
　２０２１年は、いまだ新型コロナウィルス感染症の終
息が見えず、外出の自粛が呼び掛けられる中、多くの
お客様は自宅や職場から近い店舗で買い物をすると
いう生活スタイルが定着しつつあります。人の動き
が停滞する一方、オンラインの活用が急速に進むな
ど、ＩＴ技術による社会の変革は想像を超えて加速し
ています。この異常事態はスーパーマーケットの存
在意義という本質を問い続ける契機となり、あらため
て私たちは地域の暮らしを「守り」、日々の生活レベ
ルを「育む」産業であることに確信を持ちました。
　当社では、「広げよう支援の輪 がんばろう！日本。」
のスローガンの下、産地・市場・卸事業者等の販路拡大
を支援する活動を行ってきました。その活動は、新
潟県内の食材を中心としたお弁当「がんばろう！新潟 
エール弁当」の販売へ発展し、売上金の一部を新潟県
へ寄付いたしました。フレッセイでは、地元の蔵元様と
ご家庭でも飲食店同様に特別な日本酒を楽しんでいた
だく「地酒の力」の取り組みを進めました。お客様からも
必要不可欠な産業として認められ、多くの激励のお言
葉を頂戴しました。これからも当社は、ライフラインとし
ての役割を果たすと共に、お客様に豊かさ・楽しさ・便
利さを提供してまいります。
　新グループビジョンの実現に向けた活動も2年目
を迎えました。品質経営、環境経営、健康経営、技術
革新への対応、人づくりを基本政策に掲げ、協働・創
造・挑戦をグループ一体となって取り組みます。
　品質経営では、この度「日本品質奨励賞 ＴＱＭ奨
励賞受賞」を小売業として初めて受賞しました。当社
の受賞によりＴＱＭは小売業でも活用は十分可能
で、業績向上にもつながる活動であることが証明さ
れたと考えています。小売業界へのＴＱＭの浸透に
より業界全体の生産性改善につながることを期待し
ています。
　環境経営では、「第1回新潟ＳＤＧｓアワード 大賞」
を受賞しました。ワンウェイプラスチック問題の対応
や食品ロスの削減など環境課題への対応に加え、持
続可能な社会の実現に向け、事業活動を通じて社会
の課題解決に取り組みます。
　健康経営では、だしの旨みで塩分量を控えた「だし
香る」シリーズ、毎日三食の野菜摂取を提案する
「365×３ サラダライフ」、良質な脂質を含む魚料理が

手軽に食べられる「魚菜屋」など当社独自の取り組み
を強化しています。
　技術革新への対応では、ＡＩ型自動発注を牛乳や豆
腐などの日配品で開始し、発注時間が短縮され品切
れが改善されました。また、原信ネットスーパーをよ
り簡単な操作でお買い物ができるようリニューアル
をし、ＱＲ・バーコード決済の可能な店舗を増やすな
ど、お客様の利便性を高める取り組みを進めてきま
した。ますます加速するＩＴ技術による社会の変革に
柔軟に対応してまいります。
　人づくりでは、グループ会社の人事交流を更に進め
てノウハウを共有し、人材の育成につとめています。

　昨年は、新潟県五泉市に原信寺沢店、栃木県足利
市にフレッセイ足利南店をオープンしました。ドミナ
ント化を進め、「規模」と「機能」と「人材」３つの基盤を
整えることでチェーンストアとしてのマスメリットを
お客様に還元し、経営理念の実現を目指してまいり
ます。

　この度「ＣＳＲレポート2021」を発行いたしました。
皆様からのご理解やご支援をひきつづき賜りますよ
う心よりお願い申し上げます。

うお   さい   や
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地域社会のインフラとして、私たちスーパーマーケットが
持続可能な社会実現のためにできること

　原信・ナルスは、『第1回新潟SDGsアワード 大賞』を受賞しました。
　この賞は、地域創生プラットフォーム「SDGsにいがた」準備会にて審査され
るものであり、原信・ナルスの活動について「健康維持、食品ロスの削減など
SDGｓの17ゴールと自社の取り組みを関連付けて実践し、企業風土として
大きく根付いている点」を評価いただきました。
　これからもＳＤＧｓを基点に社会課題の解決に努めてまいります。

新潟SDGsアワード 大賞受賞

お客様ニーズに応える商品、サービス

取り組み事例
■アクシアルＰＢ商品→ Ｐ10　■おいしいわけ→Ｐ11　■365×3salad life→Ｐ12　■魚菜屋→Ｐ12
■だし香るシリーズ→Ｐ12　■けんこうtime推進店登録→Ｐ13　■スマートミール認証→Ｐ13
■エクスプレスマーケット→Ｐ17　■即食・簡便商品→Ｐ17　■ロジスティクスの強化→Ｐ18
■原信ネットスーパー→Ｐ21　■ネットで予約→Ｐ21
■原信ナルス、フレッセイアプリ→Ｐ21　■電子決済の導入→Ｐ22

地域社会への貢献

パートナ ーシップ

取り組み事例
■フードバンク活動支援→Ｐ9　■みんな食堂のお手伝い→Ｐ9　■弁当の日→Ｐ9　■魚の下ごしらえ教室→Ｐ9
■子育て支援→Ｐ9　■高齢者支援→Ｐ10　■原信・ナルスウォーキングDAY→Ｐ13　■職場体験→Ｐ14
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ■インターンシップ→Ｐ14　■米百俵未来塾協賛→Ｐ14　■長岡社奨学会→Ｐ14
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ■原信サマースカラシップ→Ｐ14　■宅配便ロッカー設置→Ｐ18
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ■思いやり駐車場への共感看板→Ｐ25　■デマンド型乗合いタクシー→Ｐ25
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ■コーポレート・ガバナンス→Ｐ32　■地域のお祭り協賛→Ｐ32

環境課題の解決

取り組み事例
■物流のエネルギー削減→Ｐ18　■食品廃棄物の発生抑制→Ｐ26　■季節商品の"もったいない”削減→Ｐ26
■食品廃棄物のリサイクル→Ｐ26　■太陽光発電→Ｐ27　■自然冷媒ショーケース→Ｐ27
■レジ袋の３Ｒ→Ｐ28　■スカスカ撲滅商品→Ｐ28　■バイオマスプラスチックを使用した容器包装→Ｐ28

取り組み事例
■原信ミュージアム→Ｐ33
■災害協定→Ｐ33
■義援金寄託→Ｐ33
■地方自治体への寄付→Ｐ33
■原信ナルス会・
 フレッセイ共栄会→Ｐ33 働きやすく働きがいのある職場

取り組み事例
■にいがた健康経営推進企業登録→Ｐ13　■くるみん認定→Ｐ15　■ハッピー・パートナー企業登録→Ｐ15
■群馬県いきいきＧカンパニー→Ｐ15　■育児介護休業制度→Ｐ15　■ＴＱＭ→Ｐ19
■改善事例・成功事例→Ｐ20　■女性の活躍→Ｐ23　■アシスタントチーフ制度→Ｐ23
■外国籍社員の活躍→Ｐ24　■シニア人材の活躍→Ｐ25　■有給休暇の取得→Ｐ25

うおさいや

55 6



地域社会のインフラとして、私たちスーパーマーケットが
持続可能な社会実現のためにできること

　原信・ナルスは、『第1回新潟SDGsアワード 大賞』を受賞しました。
　この賞は、地域創生プラットフォーム「SDGsにいがた」準備会にて審査され
るものであり、原信・ナルスの活動について「健康維持、食品ロスの削減など
SDGｓの17ゴールと自社の取り組みを関連付けて実践し、企業風土として
大きく根付いている点」を評価いただきました。
　これからもＳＤＧｓを基点に社会課題の解決に努めてまいります。

新潟SDGsアワード 大賞受賞

お客様ニーズに応える商品、サービス

取り組み事例
■アクシアルＰＢ商品→ Ｐ10　■おいしいわけ→Ｐ11　■365×3salad life→Ｐ12　■魚菜屋→Ｐ12
■だし香るシリーズ→Ｐ12　■けんこうtime推進店登録→Ｐ13　■スマートミール認証→Ｐ13
■エクスプレスマーケット→Ｐ17　■即食・簡便商品→Ｐ17　■ロジスティクスの強化→Ｐ18
■原信ネットスーパー→Ｐ21　■ネットで予約→Ｐ21
■原信ナルス、フレッセイアプリ→Ｐ21　■電子決済の導入→Ｐ22

地域社会への貢献

パートナ ーシップ

取り組み事例
■フードバンク活動支援→Ｐ9　■みんな食堂のお手伝い→Ｐ9　■弁当の日→Ｐ9　■魚の下ごしらえ教室→Ｐ9
■子育て支援→Ｐ9　■高齢者支援→Ｐ10　■原信・ナルスウォーキングDAY→Ｐ13　■職場体験→Ｐ14
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ■インターンシップ→Ｐ14　■米百俵未来塾協賛→Ｐ14　■長岡社奨学会→Ｐ14
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ■原信サマースカラシップ→Ｐ14　■宅配便ロッカー設置→Ｐ18
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ■思いやり駐車場への共感看板→Ｐ25　■デマンド型乗合いタクシー→Ｐ25
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ■コーポレート・ガバナンス→Ｐ32　■地域のお祭り協賛→Ｐ32

環境課題の解決

取り組み事例
■物流のエネルギー削減→Ｐ18　■食品廃棄物の発生抑制→Ｐ26　■季節商品の"もったいない”削減→Ｐ26
■食品廃棄物のリサイクル→Ｐ26　■太陽光発電→Ｐ27　■自然冷媒ショーケース→Ｐ27
■レジ袋の３Ｒ→Ｐ28　■スカスカ撲滅商品→Ｐ28　■バイオマスプラスチックを使用した容器包装→Ｐ28

取り組み事例
■原信ミュージアム→Ｐ33
■災害協定→Ｐ33
■義援金寄託→Ｐ33
■地方自治体への寄付→Ｐ33
■原信ナルス会・
 フレッセイ共栄会→Ｐ33 働きやすく働きがいのある職場

取り組み事例
■にいがた健康経営推進企業登録→Ｐ13　■くるみん認定→Ｐ15　■ハッピー・パートナー企業登録→Ｐ15
■群馬県いきいきＧカンパニー→Ｐ15　■育児介護休業制度→Ｐ15　■ＴＱＭ→Ｐ19
■改善事例・成功事例→Ｐ20　■女性の活躍→Ｐ23　■アシスタントチーフ制度→Ｐ23
■外国籍社員の活躍→Ｐ24　■シニア人材の活躍→Ｐ25　■有給休暇の取得→Ｐ25

うおさいや

55 6



地域社会インフラとしての責任
　地域の食生活を担う食品スーパーマーケットとして、ご来店いただくお客様と従業員の安全・安心を最優先に考
えた取り組みを行っています。
　感染対策を図りながら、お店を出来る限り通常に近い形で営業し、コロナ禍の環境下でも、日常の生活の中で楽
しみや喜びを感じていただけるよう努めております。

　外出自粛要請でお困りになられている産地・市場・業務用卸・観光
物産メーカーなどの販路拡大支援として「広げよう支援の輪 がん
ばろう！日本。」の取り組みを行っています。飲食店支援としてお弁当
や、また観光地のお土産などを販売しています。
　さらに新潟県の食材や郷土料理、新型コロナウイルス感染拡大に
よりお困りの業者様の食材などで構成したお弁当「がんばろう！新潟
エール弁当」を新潟県内の原信・ナルス70店舗で販売。売上金の一部
を県内の医療従事者の活動支援、または県内のお困りの業者様への
支援等に役立てていただくため新潟県に寄付しました。

広げよう支援の輪 がんばろう！日本。

売上の一部を寄付（左：花角新潟県知事）

オリジナル限定日本酒

線香花火プレゼント

　原信が正三尺玉三連発を提供している長岡まつり大花火大会が戦後初の中止となりました。長岡市民の皆様
をはじめ、全国の皆様とともに感謝とエールの光を灯しながら、長岡花火の持つ「慰霊・復興・平和」の想いを、未来
へつないでいこうとする長岡花火財団様の取り組みに賛同し、長岡市内の原信16店舗で線香花火を計1,600袋
プレゼントしました。

「長岡花火の想い 光を灯してつなごう」

　飲食店様の営業自粛により地元酒蔵様の出荷量も減少して
います。フレッセイではご家庭でも飲食店同様に特別な日本酒
を楽しんでいただきたいとの思いから、地元の酒蔵様と「地酒の
力」に取り組んでいます。
　2020年6月に群馬県内
の酒蔵様9蔵とフレッセイ
オリジナルのラベル・酒質
で四合瓶約2,000本販売、
2回目の12月には、さらに
多くの酒蔵様と交渉を重ね、
21蔵のオリジナル限定日本
酒を約4,500本販売いたし
ました。

地酒の力

地酒の力のＰＯＰ

支援品のお渡し贈呈式

感謝状

　フレッセイでは、新型コロナウイルス感染拡大による休校措置で余剰と
なった給食用食材の一部を前橋市教育委員会より買い取り、社員食堂など
で利活用しました。この取り組みに対し前橋市長より感謝状をいただき
ました。

給食用余剰食材の利活用

　新型コロナウイルス感染症の影響によりアルバ
イト収入が減少するなど、不安を抱えながら長岡
市内で頑張る留学生に対し、生活支援品の配付を
行いました。この取り組みは、公益財団法人長岡市
国際交流協会様が原信からの寄付金を活用したも
のです。
　2020年6月と2021年2月に行われ、延べ約600
名もの皆様に支援品をお渡ししました。

留学生応援プロジェクト

　ライフラインとしての使命を果たすべく業務に取り組む従業員の慰労と今後の精励を期して、アクシアル 
リテイリンググループ約16,300名に特別休暇の付与及びお見舞品（商品券）を支給いたしました。

従業員へのお見舞い支給
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食で笑顔に
　私たちは、食を通じて社会的・経済的困窮により日常生活が失われたひとり親家庭に安心をお届けすること
を目指します。

　原信は原信労働組合とともに、食のセーフティネットを支えるフード
バンクながおか様に会員企業として協賛しています。これらの支援は、
ひとり親家庭の親子に安心をお届けしています。

貧困をなくそう

フードバンク活動支援

組合員によるフードドライブ活動

　原信黒部店、魚津店、下飯野店での子育て支援事業が評価され
２０２１年１月、富山県より「子育て支援 とやま賞」の表彰を受けました。
地域における子育て支援を積極的に行っていることが評価につな
がりました。

子育て支援 とやま賞受賞

　毎日お召し上がり、お使いいただく商品を、よりお求めやすい価格でご提供するため、お客様の声を活かした
商品企画・開発を進めています。

■国産鶏使用 サラダチキン
　加熱と加湿を同時に行うことで柔らかい肉質
を保ちながら、国産鶏の旨みを肉の中に閉じ
込め、しっとりとしたサラダチキンに仕上げて
います。

■ふっくら自慢無洗米
　複数産地の米をブレンドすることで、味・甘み・
粘り・つや・歯ざわりを追及しています。またタピ
オカに米ぬかを付着させ精米することで、米への
ダメージを軽減させ食味を向上させました。

■キッチンペーパー
　片手で簡単に使用したいというニーズに合わ
せて開発しました。ティッシュタイプの形状で、
蛍光染料は不使用、水と油をしっかり吸収し
ます。

アクシアル プライベート商品の開発

　アクシアル リテイリングでは、各地域で
６５歳以上のお客様へ特典サービスを行っ
ています。
　原信では、毎週木曜日と年金支給日に
お買上げ金額から５％引きをする「いきいき
シルバーズデー」、ナルスでは年金支給日
に「シニア会員ポイント５倍デー」を行って
います。またフレッセイの桐生・沼田地区の
店舗では、毎週火曜日に「ぐーちょきシニア
パスポート５％引きの日」を開催してい
ます。

高齢者への支援
子育て支援とやま賞 表彰式

 国産鶏使用 サラダチキン

キッチンペーパーふっくら自慢無洗米

ぐーちょきシニアパスポート
（フレッセイ）

シニア会員ポイント５倍デー
（ナルス）

いきいきシルバーズデー
（原信）

食で支援を
　私たちは、食糧難をなくし、栄養ニーズ満たすための支援を行います。それにより、食べられるのに廃棄される
食品ロスの減少を目指します。
　また子育て支援や高齢者支援を通じ、あらゆる家庭に栄養のある食事のご提供を目指します。

　原信では、長岡市が推奨している孤食を防ぐための取り組みである
「みんな食堂」に不要となった食材を提供しています。
（原信７店舗で実施）

飢餓をゼロに

みんな食堂のお手伝い

　アクシアル リテイリングでは、自治体や民間団体の子育て支援事業に、お買上げ金額の
５％割引や独自のクーポン配布という形で参加しています。また他県の子育て支援カード
のご提示でも、出店地域で行っているサービスを提供いたします。

子育て支援事業への協賛

みんな食堂

　原信では「子どもが作る『弁当の日』」や長岡市の「家庭
で子どもに手伝いをさせよう運動」の活動を応援してい
ます。活動の一つとして、地域の小学校と連携して調理
教室や魚の下ごしらえ教室を実施いたしました。
　今後も調理を通じて「食の大切さ」「感謝の心」を醸成す
ることで、地域貢献のお手伝いと食育の取り組みを推進
していきます。
（フレッセイでは2020年度は新型コロナウイルス感染症の影響に
伴い中止）

『弁当の日』『魚の下ごしらえ教室』活動支援

魚の下ごしらえ教室調理教室

全国共通子育て支援マーク
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健康維持のために
　私たちは、お客様に対しては健康ニーズに沿った食の提案を続けると同時に、従業員に対しては、健康管理
をサポートしながら健全な労働環境を整えることを目指します。

　アクシアル リテイリングでは、健康的な食品の展開をしています。

すべての人に健康と福祉を

健康ニーズの取り組み

「食卓に、もっと野菜を。」
３６５日朝昼晩にサラダのご提案。

「健康によい魚をお惣菜で。」
旬の魚介を店内調理でご提供。

だしで塩味をおさえ、うまみを引き出しました。
おいしく、塩分を控えたシリーズがますます増えています。

2020年度商品回収事例
　お客様には多大なご迷惑をお掛けしたことを心より深くお詫び申し上げます。今後このような事態が発生することがないよう、品質・
表示管理を徹底してまいります。

　「おいしく」仕入れ、「おいしく」作り、「おいしく」伝える、当社が独自に開発し、自信を持ってお客様にお奨め
する商品です。
　「おいしさ」を究めたその商品には、こだわる「おいしいわけ」があります。

おいしいわけ

食で支援を
飢餓をゼロに

・「１０種野菜と蒸し鶏の美ビンバ丼」アレルゲン等の表示誤り
 （原信内野店）
・「昔ながらのザク切りミニメンチカツ」アレルゲン等の表示誤り
 （原信西小千谷店）
・「サクぷり海老カツ」アレルゲン等の表示誤り
 （原信河渡店、原信美沢店）

・「ロースかつ丼」アレルゲン等の表示誤り（フレッセイ富塚店）
・「旨さ凝縮 中華丼」アレルゲン等の表示誤り（フレッセイ安掘店）
・「海鮮丼」アレルゲン等の表示誤り（フレッセイ石原店）
・「中華丼」アレルゲン等の表示誤り（フレッセイ有馬店）
・「焼きいか」の原産国名表記漏れ（フレッセイ）
・「フライドチキン」の原産国名表記漏れ（フレッセイ）
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　原信とナルスでは、新潟県が推進している健康づくり県
民運動「ヘルスプロモーションプロジェクト」の食生活の取
り組み「からだがよろこぶデリ」を新潟県内店舗で販売して
います。新潟県独自の「おいしくてから
だがよろこぶ」基準を満たした惣菜３品
が「からだがよろこぶデリ」の主菜として
登録されています。

けんこうｔｉｍｅ推進店登録

花角新潟県知事らによる試食会

商品の陳列作業

第28回プログラムメンバー

　新潟県では、従業員などの健康づくりに積極的に取り組む企業
を「にいがた健康経営推進企業」として登録し、取り組みを支援
しています。　
　原信とナルスでは、２０１９年１１月に「にいがた健康経営推進
企業」に登録されました。従業員が健康でいきいきと働くこと
ができるよう、働く世代の健康づくりの促進を図っています。

「にいがた健康経営推進企業」認定

「にいがた健康経営推進企業」登録証

　スマートミール認証は、厚生労働省の定める基準等を
基に栄養バランスのとれた食事（スマートミール）を提供
する事業者を認証する制度です。
　原信とナルスでは「健康な食事・食環境」コンソーシアム
様の審査により、スマートミール
最高ランクの☆３の認証を取得し
ました。

スマートミール認証の取得

　原信とナルスでは、お客様の健康を運動で
サポートする「原信・ナルス ウォーキングＤＡＹ」
を開催しております。
（2020年度は新型コロナウイルス感染症の影響に伴い中止）

原信・ナルス ウォーキングＤＡＹ

栄養バランスの基準を満たしたお弁当

未来を変える人を育む
質の高い教育をみんなに

健康維持のために
すべての人に健康と福祉を

　私たちは、米百俵の精神を受け継ぎ、社外の皆様と協力しながら人づくりに力を注いでいます。
　世界には平和、環境など様々な問題がありますが、これらを身近な問題と捉え解決につながる新たな価値観
や行動を生み出し、持続可能な社会を創造していくことがＳＤＧｓの達成には不可欠です。
　多くの子供たちに学校の枠組みを超えた教育の機会を提供することで、これからの社会づくりの担い手を
育むことを目指します。

　各学校と連携し、店舗で職場体験の受け入れを行っています。店舗で実際に
作業を体験することで、仕事の面白さや大変さを実感できる機会となっています。
「進路を考えるきっかけになった」「普段買い物しているだけではわからない様々な
工夫や働き方を知ることができた」と体験後の声が寄せられています。

職場体験

　仕事の実体験を通じて当社の企業活動や社会的役割、チェーンストアの
目的を知るためにインターンシップを受け入れています。夏季、冬季休暇を
利用したコースに加えて、ＷＥＢを使って説明や商品開発体験ができるプロ
グラムも実施しました。期間も1日～3日と選択の幅を拡げ、店舗での
チーフや店長業務を体験したり、ＷＥＢを利用しサラダや惣菜品の商品
開発提案をグループワークで演習しました。当社の開発ストーリーやＴＱＭ
事例を学ぶことでより実践的なプログラムを実施することができ100名を
超える多くの学生から参加いただきました。

インターンシップ

　アクシアル リテイリングでは、次代を担う長岡の子どもたちが、長岡の誇りを胸に、自らの力で未来を切り拓き、
創り出すための学びの場である「米百俵未来塾」に協賛しています。小学生と中学生が、学年や学校の垣根を
越え、多様な分野について学ぶことを応援しています。

米百俵未来塾協賛

　原信では、1991年より高校生を対象とした「原信サマースカラ
シップ」を行っています。日米の高校生がお互いの家庭にホームス
テイをして、両国の文化について理解を深めるプログラムです。
　「違いや共通点を発見する」「そのことに感動する」「なぜ違いや
共通点が生まれたのか原因を考える」を身に付けることを目的とし
ており、渡航費などを当社が
支援することで、多くの生徒
たちが世界を知るチャンス
があります。
（2020年度は新型コロナウイルス
感染症の影響に伴い中止）

原信サマースカラシップ
　新潟県の教育振興や県民福祉増進へ
の寄与を事業目的とする長岡社奨学会
の運営を支援しています。
　学資貸与または給付のほか、地域の
文化・教育・スポーツ・国際交流などへの
資金援助も行っています。

公益財団法人 長岡社奨学会

インターンシップ参加人数
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詳細はこちらから
https://www.harashinnarus.jp/nagaokasya/

ウォーキングDAYのようす
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ニューコンセプトⅡ＋

　フレッセイＭＤ2.0は『美味しさ』『健康生活』『簡単・便利』の３つのキー
ワードをベースに2021年2月改装の南大類店にて更に進化しました。
惣菜・ベーカリー部門では美味しさを更に追求し、店内製造にこだわった
「具材の大きなおにぎり」や「自家製とろけるプリン」の販売を開始しまし
た。また「おさかな惣菜」に水産部門の「極醸塩銀鮭」を使った「焼鮭」を
展開したり、人気の「手造りおはぎ」で使用している「北海道産小豆使用
あんこ」を使った「どら焼き」や「もなか」などを販売しました。

フレッセイＭＤ2.0

仕事と家庭のバランスを
ジェンダー平等を実現しよう

　私たちは、仕事と家庭が両立できる職場環境を整えます。また手間をかけずバランスのよい食事がとれる
即食・時短・簡便な商品の品揃えをすることで、女性の家事負担を減らすことを目指します。

ツープラス

　次世代育成支援対策推進法にもとづき厚生労働大臣が企業に対して行う認定で「子育て
サポート企業」として３５０５社（２０２１年１月末時点）が認定されています。
　ナルスでは２０１３年に、原信は２０１７年にくるみん認定を受けました。今後も、仕事と子育て
を両立させることができ、従業員が働きやすく、その能力を十分に発揮できる職場環境を
整備するため、取り組んでまいります。

くるみん認定

くるみんマーク

従業員の声

手造りおはぎおさかな惣菜自家製とろけるプリン

良質な仕事は家庭から
　よい仕事はよい家庭からと聞きます。妻が妊娠し、私も共に育児をしていきたい
との思いから育児休暇を取得しました。
　初めての取得でしたが、ミルク担当、入浴担当、お散歩担当などの分担を決め、
楽しみながら育児を担うことができ、休みを頂いたことに感謝しています。
　これからも仕事と家庭を両立し、楽しんで子育てをしていきたいと思います。 原信 寺沢店

青果部門チーフ 中村真之

　原信とナルスでは、お客様の環境変化に合わせて２０１０年から「ニューコンセプトⅡ」として『新しい商品展開』
『あかぬけた売場』『生産性の向上』のテーマを設けたお店作りを開始し、２０１５年からは更なる『豊かさ・楽しさ・
便利さ』をご提供する「ニューコンセプトⅡ+」の展開を推進しています。
　食生活の多様化に合わせたサラダ提案の充実や、健康ニーズに沿った魚惣菜の提案、簡単に調理ができる簡便
商品の展開など、食シーンに合わせた商品づくりやライブ感あふれる売場づくりに取り組んでいます。

　新潟県では、仕事と家庭生活などが両立できるよう職場環境を整え、女性労働者の育成・登用などに積極的に
取り組む企業を「ハッピー・パートナー企業（新潟県男女共同参画推進企業）」として認定しています。
　原信とナルスは、ハッピー・パートナー企業であり、男女がともに働きやすいよう、職場の環境整備に取り組んで
います。

ハッピー・パートナー企業登録

　群馬県では、育児・介護と仕事の両立、職場における女性の活躍推進、従業員のワーク・
ライフ・バランスの推進等に取り組む県内事業所を、「群馬県いきいきＧカンパニー」と
して認証しています。フレッセイではゴールド認証を取得し、女性の活躍、すべての従業員
に働きやすい環境を整える環境づくりを推進しています。

群馬県いきいきＧカンパニー認証

　アクシアル リテイリングでは、育児や介護と仕事を両立し、働き続けることができるよう、法律に基づき育児
介護休業制度を設けています。また原信とナルスでは、従業員向けに「出産・育児休業制度説明会」を開催して
います。制度の説明の他に、育児休業を経て復帰した社員による体験談発表を行っています。一人として同じで
ない出産時の体験や復帰後の仕事と育児を両立のコツなど、経験者だからこそ話せる内容が毎回好評です。
　女性だけでなく男性の育児休業取得への関心が高まっており、２０２０年度は原信で8名の男性が育児休業を
取得しました。

育児介護休業制度
群馬県いきいき
Ｇカンパニー認証書
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　即食・簡便需要にあわせた商品を展開しています。フライ
パン一つで調理ができる「Pa!とCOOK」、電子レンジでお手軽
に作れる「Pa!とDELI」などの商品の取り扱いを拡大してい
ます。

即食・簡便商品

　お客様に安定的に、より
お求めやすい価格で商品を
ご提供できるよう、新潟県
長岡市と上越市、群馬県前橋
市の３か所に、ＤＣ（在庫型物
流センター）、チルドセンター
（冷蔵物流センター）を配置
しています。
　また、ローリー中之島プロ
セスセンターでは、店舗での
生鮮商品の製造を集約させ
ることなどで、製造プロセス
の効率化を行っています。
　物流・製造の効率化によ
り、エネルギーの削減になり
ます。

ロジスティクスの強化

　アクシアル リテイリングでは、物流網全体で燃料
が削減できる取り組みを進めています。
　店舗に商品を配送したトラックが、その店舗近隣
のお取引先様の工場に向かいます。そしてお取引先
様の商品を積み込み、当社チルドセンターに戻って
くることで、できる限り荷台が空の状態で走ることが
ないよう取り組みをすすめています。

物流におけるエネルギーの削減

　宅配便ロッカー「PUDOステーション」（原信17店舗、ナルス2店舗、
フレッセイ36店舗）、「Amazon Hub」（原信15店舗、フレッセイ11店
舗）をアクシアル リテイリングの一部店舗店頭に設置しています。
ご自宅で宅配便のお荷物を受け取ることが出来ない場合に、受け取
り先とし店頭設置の宅配ロッカーを指定していただくことで、お客様
へ待ち時間解消等の利便性を提供し、再配達・ドライバー不足問題
など社会的な課題の解消に貢献しています。

宅配便ロッカーの設置

Pa!とDELI Amazon Hub PUDOステーション

仕事と家庭のバランスを
ジェンダー平等を実現しよう

輸送エネルギーを減らす
エネルギーをみんなに そしてクリーンに

　電気やガス、ガソリンや軽油などのエネルギーは生活に不可欠ですが、気候変動を助長する最大の要素はエネ
ルギーであり、全世界の温室効果ガス排出量の約60％を占めています。私たちは、物流に使われるエネルギーの
ムダをなくすことを目指します。

群馬県

上越チルドセンター
［2008年7月稼働］

前橋物流センター
［2016年10月稼働］

中之島チルドセンター
［1996年4月稼働］

中之島DC
［2013年10月稼働］新潟県

ローリー中之島
プロセスセンター
［2018年8月稼働］

食品メーカー様 店舗

チルドセンター

地球
約42周分の
走行距離
削減

カラ

　セントラルマーケットは広い売場面積と駐車場と深い商圏をもつことを条件に、『専門性』『ライブ感』『情報
発信』のコンセプトで幅広いお客様からご利用いただけるように商品と提案を磨きあげたお店です。現在
「川崎店」「河渡店」「小出東店」の３店舗を展開しています。

セントラルマーケット

　お手軽にお買い物ができるお店として、小商圏型のフォーマットをエクスプレスマーケットとして展開して
います。現在「城岡店」と「旭岡店」の２店舗があります。

エクスプレスマーケット
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　私たちは、ＴＱＭ（Total Quality Management：総合的品質管理）を経営の根幹に据え、お客様ご満足の
実現と現場の継続的な改善を目指します。

　売場づくりを工夫し、成果のあった事例を「成功事例」と呼び、独自のシステムで全店舗に共有する仕組みを整
備しています。共有することにより、独自のノウハウを全店へ水平展開しています。
　同じ考えのもと、作業をより安全に、より効率よく行う工夫については「改善事例」と呼び共有しています。
　事例の中でも特に優れた取り組みについては評価、表彰しており、従業員のモチベーションアップにもつながっ
ています。

■原信桜町店ベーカリ部門「さくらんぼ」サークル
　新潟県知事賞受賞
　テーマ「たっぷり４種のチーズパンの製造不良
個数を削減しよう」
　2020年10月に「第6269回新潟地区ＱＣサーク
ル大会」が長岡で開催
され、最高賞である
「新潟県知事賞」を受
賞しました。2015年
以来の新潟県知事賞
となります。

■フレッセイ板倉店ＦＥＳ部門「百獣の猫」サークル 
　ＱＣサークル石川馨賞奨励賞受賞
　テーマ「ギフト パンフレット商品の注文受付作業時
間の短縮」
　2020年12月に「ＱＣサークル石川 馨賞授賞式」が
沖縄で開催され、「石川 馨賞奨励賞」を受賞しました。
当社グループで５回目の受賞となります。

改善事例・成功事例

　ＴＱＭ(Total Quality Management）は経営理念
を実現させるため、全員が一人ひとりの立場に応じて
よりよい仕事を継続的に行うための仕組みです。
　中期経営計画に基づいた年度方針の達成に向け、
判断基準はお客様の姿勢でＱＣサークルやＳＵＭ※、
プロジェクト、委員会で継続的に改善しています。

ＴＱＭ(総合的品質管理）

　ＴＱＭの継続的実践が、外部機関より評価されての受賞となりました。
　今後もお客様ご満足実現のため、取り組みを続けてまいります。

　2020年８月に審査が行われ、
トップ・経営層のリーダーシップ
により事業とＴＱＭが密接に結
びついていること、改善活動が
組織のＤＮＡとして定着している
ことなどが評価され、小売業とし
て初受賞しました。
※本賞は組織の現実に合ったＴＱＭの実践を
通じて、厳しい競争に勝ち抜く企業に発展
することを狙いに（一財）日本科学技術連盟
によって設立された賞です。

■ナルスにしやま店カサブランカサークル、フレッセイ通町店FES部門チャレンジタイムサークル 金賞受賞
　テーマ「安全を通して笑顔あふれる職場に！～ずっと元気に働
ける環境を実現したカサブランカの成長ストーリー～」
　テーマ「何事も前向きにチャレンジ～自ら行動できるサーク
ルに成長したチャレンジタイムの歩み～」
　2020年11月に開催された、第13回事務・販売・サービス部
門全日本選抜ＱＣサークル大会において、「本部長賞金賞」を受
賞しました。原信ナルスグループは６年連続７回目、フレッセイ
は初出場で金賞を受賞しました。

２０２０年度 ＴＱＭ活動での表彰

現場改善のしくみ
働きがいも 経済成長も

トータル          クオリティ                 マネジメント

トータル          クオリティ                 マネジメント

アイテックの取り組み 「ＩＳＭＳのレベルアップ」
　アイテックは、認証を取得しているＩＳＯ２７００１（ＩＳＭＳ）の活動
をさらにレベルアップするため、２０２１年１月よりＩＳＭＳ運営委
員会を立ち上げました。
　若手社員を中心に活動を進めることで、活動がより深く部門
に浸透しました。

関連会社の取り組み
ISMS最高責任者

社 長

情報セキュリティ委員会
部 長

ISMS運営委員会
課長～主任

新 報告 実践

承認 方針

査定 計画

生まれた工夫 成功事例・改善事例として登録

担当バイヤーなどが評価
★★★★★

全店舗で活用

さらなる工夫
もうひとひねり

お客様が
選びやすい
ですね！

※Service（サービス）Up（アップ）のためのManagement（マネジメント）
　活動の略。アクシアル リテイリング独自の用語。

受賞したサークルのメンバー

「さくらんぼ」サークルのメンバー 石川 馨賞奨励賞盾

Input
研 修

Output
大 会

実 践

日本品質奨励賞
ＴＱＭ奨励賞 授賞
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　パソコンやスマートフォン、原信ナルスアプリから原信の商品を
お買い物できるサービスです。商品は午前中に担当者がピックアップ
し、その日のうちに新潟県内全域（離島を除く）へお届けします。
　2020年にリニューアルを行い、より簡単な操作でお買い物ができ
るようになり、品揃えも一層充実いたしました。一般のお客様のみな
らず、業務用への対応も行っております。
　お客様から掲載商品追加のご要望を承り、更なる品揃えの強化に
取り組んでまいります。

原信ネットスーパー

　ホームページが新しく生まれ変わりました。デザイン・配列・機能の見直しのほか、採用サイトを一新しました。
閲覧方法もパソコンからスマートフォンに変わってきており、メインのチラシ掲載をスマートフォンに最適な
サイズにすることで飛躍的に閲覧数が伸びました。今後もお客様に有益な情報発信をしていきます。

ホームページリニューアル

　原信とナルスではキャッシュレス決済の多様化、QRコード
決済の普及に合わせ、「PayPay」を全店舗で導入しています。
またフレッセイでも一部店舗で導入しており、現在のユー
ザースキャン方式（お客様がコード読取り、お支払い金額入
力）での決済から、ストアスキャン方式（お店がコード読取り）
へ移行を予定しています。移行により決済処理が簡略化さ
れ、利便性がさらに高まります。
　原信とナルスではｄ払いもご利用いただけるようになりま
した。今後もキャッシュレス決済拡大への対応、より便利なお
買い物環境づくりを進めてまいります。

電子決済の導入

　原信とナルスでは、お客様からも参加いただ
く企画として、インスタグラムを利用した季節イ
ベント連動のフォトコンテストを開催しています。
※「Instagram」は、Instagram,LLCの商標または登録商標
　です。

インスタフォトコンテスト

　お寿司、クリスマスケーキ、恵方巻などのご予約や産地直送
ギフトの発送を、パソコンやスマートフォン、原信ナルスアプリ
から簡単にご利用いただけます。
　ご予約商品につきましてはネット予約限定クーポンを商品お渡
し時に贈呈しております。また夏と冬の期間限定のギフトに加え、
1年間を通してご利用できるギフト商品も充実しました。
　フレッセイでも産地直送ギフトの取り扱いを予定しています。

ネットで予約

　チラシやオリジナルレシピの閲覧、お買い得クーポ
ンや原信ネットスーパーの利用など、簡単な操作で利
用できるアプリです。スマートフォンを活用したお客
様のお買物がより便利で楽しくなる機能や企画の提
案、お買い得な情報発信を行っています。

原信ナルスアプリ
　2019年度末にリリースした「フレッセイアプリ」を
更にバージョンアップしました。要望の多かった「保有
ポイントの表示」をリアルタイムで実現、自社サイトと
して「Myフレッセイ」を開設し、過去のポイント履歴が
確認できるほか、商品情報やお得情報の発信を強化
しました。

フレッセイアプリ

お買い物をより便利に楽しく
産業と技術革新の基盤をつくろう

　私たちは、日々進歩する様々な技術の活用に果敢に挑戦し、お客様の利便性と生産性を飛躍的に向上させるこ
とを目指します。そしてテクノロジーの活用により、「ライフスタイルの変化への対応」と「生産性向上」を進めます。

アプリのダウンロード

◀android iPhone▶

アプリのダウンロード

android & iPhone▶

https://www.harashinnarus.jp/

原信・ナルス ホームページ
https://www.fressay.co.jp/

フレッセイ ホームページ

個人情報の
登録がないので
設定が簡単です。
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　アクシアル リテイリングの従業員は女性が７割以上を占めています。体力的な面で「男性しかできない」「女性
だからできない」をなくすため、作業環境や機器を整え、男女共に仕事をしやすい環境を実現しています。
　店長、チーフバイヤーなど女性管理職も活躍中です。女性ならではの“気づき”が商品や売場づくりに反映
されています。

女性の活躍

■働き方
　アシスタントチーフは、パートナー社員の中から店舗の必要性に応じて会社から任用されている１日６時間勤務
のチーフです。チーフ不在時にはレギュラー社員同様、部門運営を行います。
　
■制度・人数
　アシスタントチーフ制度は、定められた資格等級と技術レベルに達したパートナー社員に“部門責任者”として
活躍していただく制度で、任用後は時給にアシスタントチーフ手当が加算されます。
　２０２０年度ではアクシアル リテイリング全体で１４名がアシスタントチーフに任命され、在籍者数は累計３００名
に達し、活躍の場を広げています。

アシスタントチーフ制度

　年1回行われる区分変更試験を受験
し合格することで、パートナー社員から
レギュラー社員へ区分変更する制度が
あります。２０００年から制度が運用さ
れ、これまで89名（2021年3月末時点）
の方がレギュラー社員に転換し、店長
や部門チーフとして活躍しています。　

レギュラー社員へのチャレンジ
ダイバーシティの推進
人や国の不平等をなくそう

　私たちは、多様な価値観を有する幅広い人材を確保し、その能力を最大限発揮してもらうことで、イノベー
ションを創出し、価値創造につなげるダイバーシティ（従業員の多様性）を推進しています。その人が持つ能力
や人柄で雇用を決定し、人材の多様化を目指します。

　従業員の採用にあたり、国籍や出身地、性別に関係な
く、その人の持っている能力や人柄で採否を決定し、人材
の多様性に繋げています。現在グループ全体で６名の外
国籍社員がレギュラー社員として活躍しています。
　また、フレッセイでは２０１５年から外国人技能実習生を
受け入れています。現在では８５名の技能実習生が店舗
の水産・惣菜・ベーカリー部門で活躍しています。
　関連会社のローリーでも外国人技能実習生35名、1号特定技能外国人※が5名活躍しています。店舗に供給
する精肉、水産、惣菜、ベーカリー部門の一部商品の製造に携わっています。

外国籍社員の活躍

　就業を通じて社会参加することで自立
した生活を送ることができることを目的
に、地域や支援センター様と連携し、安心
して長く働き続けられる環境づくりに取り
組んでいます。障がい者雇用率は全事業
会社において法定雇用率の２．２％を上
回っています。
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　フレッセイヒューマンズネットでは、障がい者の雇用と高齢者の雇用に取り組んでいます。
　早朝補充業務においては、店舗ごとに高齢者を中心としたチームを編成し、開店前に商品
の補充陳列作業を行うことで店舗作業の支援をしています。早朝・短時間・ルーチンワークの
ため、高齢の方にも始めやすく、地域の方が多数活躍をしています。

株式会社フレッセイヒューマンズネットの取組み

早朝補充業務での
補充陳列作業

関連会社の取り組み

店長として
　入社してレジ部門、デイリー部門、店次長を経て、店長になりました。その間、結婚、
出産、育児とライフスタイルが変化していきましたが、もともとの楽観的な性格や周り
の方々のフォローもあり、「何とかなる」の精神で、充実した日々を過ごしています。
　気張り過ぎず、でもやるべきことは遂行し、皆さんが笑顔で出社できる店づくりを
目指します。

従業員の声

原信 村上西店
店長 相之俣晃子

入社年月：2015年7月　　
アシスタントチーフ着任年月：2020年4月

原信 錦町店 ＦＥＳ部門
吉田明日香

入社年月：2001年7月
アシスタントチーフ着任年月：2015年10月

ナルス 柿崎店 デイリー部門
市原千秋

入社年月：2016年7月
アシスタントチーフ着任年月：2019年10月

フレッセイ 児玉店 ベーカリー部門
小茂田智美

2008年3月に原信 来迎寺店入社
2021年3月よりレギュラー社員として活躍

原信 シビックコア店
ベーカリー部門　内山久美子

2014年4月にフレッセイ 駒形店入社
2020年4月よりレギュラー社員として活躍

フレッセイ クラシーズ連取
畜産部門　遠藤浩輝

青果部門で活躍する冉敏（左）とイデル ウランビレグ（右）
ぜんびん

※1号特定技能外国人：特定産業分野に属する相当程度の知識又は経験を必要とする技能を要する業務に従事する外国人向けの在留資格を取得した方。
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　原信とナルスでは、シニア嘱託、シニアパートナー社員の定年後再雇用の限度年齢を７０歳に引き上げ、健康で
働き続けられるように環境を整えています。また、アルバイトの再雇用限度年齢を７５歳とし、働く意欲のある方
が活躍できる場となっています。
　またフレッセイでもレギュラー社員は６０歳定年後６５歳までエルダー社員（嘱託社員）として働くことができ、
６５歳からはシニアアルバイトとして活躍しています。

　私たちは、地域の食生活を担う企業として、女性、子供、高齢者、障がい者などすべての人々が快適にお買い物
ができ、日々の生活に豊かさ、楽しさ、便利さを提供できるスーパーマーケットを目指します。

シニア人材の活用、再雇用制度

　原信とナルスでは、２０１８年１０月より「半日有給休暇制度」を導入
しました。個人の状況にあわせて有給休暇を1日・半日を選択できる
ことで、さらに取得がしやすくなりました。またフレッセイでは記念日
での取得を推奨しています。
　この結果、原信とナルスではレギュラー社員の有給休暇取得率が
77.2％、フレッセイでは47.1％となりました。
（新型コロナウイルス対応の慰労として付与した特別休暇（１日）は
数値に含まれておりません。）

有給休暇の取得しやすい職場

　2017年5月よりフレッセイでは、思いやり駐車場に車いすと杖を利用する方の笑顔の
写真に「空けてくれててありがとう」との感謝の言葉を添えた共感看板を設置しております。
　この導入は群馬県では初めての取り組みとなり、健常者による駐車の抑止に一定の効果
が検証されたことから、栃木県、埼玉県の店舗も含め35店舗に93台設置しました。
また原信の一部店舗にも設置しました。

思いやり駐車場への共感看板の設置

　フレッセイでは、買い物・移動手段に課題を抱える地域の新たな交通手段として
のみだけではなく、地域貢献・経済活性化に繋がる事業である、定額制の新しい
交通手段ラクシーに賛同し、館林店をラクシー停留所として登録しました。
　ラクシーとはご自宅前または、指定停留所から指定停留所までの乗合い送迎
サービスです。

デマンド型乗合いタクシー

ダイバーシティの推進
人や国の不平等をなくそう

　データに基づいた商品製造数・発注数の決定、週中での計画
の見直し、研修による商品作りの技術向上などにより、食品
廃棄物をできる限り発生させないように努めています。
　原信とナルスでは、環境マネジメントシステムの環境目標に
「食品廃棄物の発生抑制」を掲げ、廃棄率（売上金額に対する
廃棄商品金額の割合）を管理項目に定め、低減をすすめてい
ます。2020年度は2019年度比0.08ポイント減の0.27％に
改善しました。

　私たちは、データ・技術を活用することで、フードサプライチェーン全体の食品ロス削減を目指します。

食品廃棄物の発生抑制

　恵方巻など、季節で拡販する商品については、確実にご購入いただけるお客様を増やす取り組みをすすめて
います。2020年度はご予約特典が例年以上に充実いたしました。さらに、販売期間中は各店舗の商品数量の過
不足を把握し、商品を店舗間で移動させることで、食品ロスを減らしています。

季節商品の"もったいない”削減

　発生した食品廃棄物はリサイクルをしています。堆
肥や飼料、燃料など新たな資源に生まれ変わっていま
す。2020年度は新たに１社とリサイクルの取り組みを
開始いたしました。

食品廃棄物のリサイクル

　店舗から排出された食品廃棄物を堆肥などにリサイ
クルし、その堆肥を使って栽培した野菜を店頭で販売
するという循環型の取り組みを行っています。
　原信では、このようなリサイクルの環を構築し、再生
資源を有効に活用する計画「再生利用事業計画」が3件
認定されており、地域での資源循環に貢献しています。

リサイクルループの構築

食品ロスを減らす
つくる責任 つかう責任

　私たちは、食品廃棄物（廃食用油を含む）のリサイクル率１００％を達成することで、循環型社会の実現を目指し
ます。

循環ループで資源を守る
陸の豊かさを守ろう

よりお買い物しやすいお店に
住み続けられるまちづくりを

有給休暇取得率推移（レギュラー社員）
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つくる責任 つかう責任

　私たちは、食品廃棄物（廃食用油を含む）のリサイクル率１００％を達成することで、循環型社会の実現を目指し
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気温上昇を抑える
気候変動に具体的な対策を

　レジでの袋詰めサービスにより過剰なレジ袋のお渡しを抑制しています。レジ担当者がお買い上げ量に応じた
袋に商品をお詰めすることで、必要以上にレジ袋を使用しないようにしています。
　他にも、アクシアル マイバスケット、フレッセイ マイバスケットでお買い物することでレジ袋の使用を削減する
「リデュース！レジ袋」。一度お使いいただいたレジ袋を次回
のお買い物を際にもう一度ご持参いただき、袋詰めをする
ことで、レジ袋50％削減を目指す「リユース！レジ袋」。不要
となったレジ袋を回収し、環境活動紹介ボードなどへリサイ
クルする「リサイクル！レジ袋」を推進しています。

　私たちは、海洋ゴミの中でも世界的な問題として注目されてきたプラスチック素材の適正利用を目指します。

レジ袋の３Ｒ

　シジシージャパン様が２０１８年から推進している「スカスカ撲滅」運動に共感
し、積極的に取り組んでいます。
　「スカスカ撲滅」運動とは、中身に比べて容器包装材の体積が大きい商品に
ついて、無駄な容器包装を減らそうという運動です。ご家庭からの廃棄物の
削減だけでなく、売場や配送の効率も向上します。
　アクシアルブランド商品についても、容器包装の見直しを行っており、ウイン
ナーの個包装を１つにまとめるなどの取り組みを実施しています。

スカスカ撲滅商品の販売

　レジ袋や一部商品の容器包装に植物由来のプラスチック
（バイオマスプラスチック）を使用しています。バイオマスプラ
スチックの使用は、容器製造過程での石油資源の削減や、容器
廃棄時のCO2の排出抑制になるといわれています。

バイオマスプラスチックを使用した容器包装

　フレッセイでは、2020年から第三者保有のオフグリッド発電シス
テムを試験導入しました。
　オフグリッド発電システムとは、店舗の屋根に太陽光発電設備を
設置し、その店舗で消費する電力の一部を自給自足するものです。
太陽光発電を設置した店舗では、消費電力の１５％前後を自然エネ
ルギーの太陽光でまかなっています。
　太陽光発電による自家消費は、コストの削減だけでなく、温室効果
ガスの排出量削減による地球温暖化防止という側面からも重要な
取り組みと考えています。現在１４店舗に設置していますが、今後も
効果を確認しながら取り組みを進めてまいります。

　私たちは、事業活動に伴って排出されるＣＯ２を削減することで、地球温暖化の抑制を目指します。

太陽光発電

　オゾン層を破壊するとして特定フロンが規制され、新たな冷媒とし
て代替フロンが普及しました。しかし、代替フロンは高い温室効果を
有することから、冷媒が大気中に放出された場合、地球温暖化に影響
を及ぼすと言われています。
　アクシアル リテイリングでは、ショーケースに使用されているフロ
ンの漏えいを管理するとともに、ケース自体も見直し、順次、自然
冷媒を使用したものに変更をしています。
　2020年度はあらたに16店舗で入れ替えを行いました。導入店舗
数は44店舗にまで拡大をしています。

自然冷媒ショーケース

ムダなプラスチックを減らす
海の豊かさを守ろう

店舗の屋根に設置した太陽光パネル

自然冷媒を使用したショーケース

容器包装の無駄をなくした商品

バイオマスプラスチックを使用したレジ袋

「洗浄機稼働に伴うCO2排出量の削減」
　原興産では店舗にて繰り返し使う折りたたみコンテナ、買物カゴを洗浄機により
洗浄しています。
　２０２０年５月の洗浄機増設にあたり、排ガス熱をボイラー給水と熱交換するものを
導入いたしました。
　熱交換することにより、重油使用量を削減できるとともに、CO2排出量の削減にも
貢献しています。今後も地球温暖化防止を意識した事業活動を展開していきます。

原興産の取り組み

新たに導入した熱交換装置

関連会社の取り組み
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アウトプットインプット
排　水

一般廃棄物

CO2 108,847t

21,888t

電気、ガス、燃料の使用
に伴って発生した二酸化
炭素の総量

780,131㎥

電　気
190,480MWh
電力会社から購入し、
使用した電力の総量

紙 19t
本部で使用したコピー
用紙、コンピュータ用紙
の総量

ガ　ス
447,275㎥

水

780,131㎥

燃料
（石油類） 重油      34㎘

灯油    237㎘
軽油 3,294㎘
   （配送車輌、自家発電）

再資源化率
74.1％

生ごみ
紙くず
不燃物
ビン
段ボール
アルミ・スチール缶
ペットボトル
合　計

総排出量（t）
5,180
3,880
221
40

11,881
233
453

21,888

3,530
91
0
40

11,881
233
453

16,228

リサイクル（t）

廃　油
廃発泡スチロール
グリーストラップ汚泥
その他産業廃棄物
合　計

総排出量（t）
255
412
866
173
1,706

255
412
585
75

1,327

リサイクル（t）

紙くず、段ボール、厨芥物など、事業活動に
よって生じた廃棄物のうち、産業廃棄物を除く
廃棄物

産業廃棄物 1,706t
再資源化率
77.8％

事業活動によって生じた廃棄物のうち「廃棄
物の処理及び清掃に関する法律」で定められ
た廃棄物

■ 揚げ物の油は酸化度を
  チェックして交換
■ 廃食用油は100％リサイクル

■ 寿司舎利玉の店内製造で
  プラスチック資材の削減

■ レジ袋をリサイクルした環境活動紹介ボードの掲示

■ 車イス、お子様連れ、妊婦
  の方専用の駐車場

■ 段差のないバリアフリー対応 ■ 身体障がい者補助犬の同伴入店可能
■ 介助が必要な時のインターフォンの設置

■ 節水バルブ内蔵の便器
■ 節水自動水栓の手洗い器
■ オストメイト対応のトイレ
■ 授乳室の設置

■ 紙パック、発泡トレー、透明容器、レジ袋、ペットボトルキャップの店頭回収
■ 地方自治体からの要請地域ではペットボトルの店頭回収に協力

■ ごみは地域にあわせて適正処理
■ 食品残渣はリサイクル（詳細はP26）

■ 過剰な容器包装を削減した
  菓子類の販売（詳細はP28）

■ バイオマス含有
  プラスチック容器
  包装を使用した
  水産珍味

■ ノントレーの肉を販売し、容器包装の削減
■ 消費期限の長い真空パック商品の販売

■ デジタルタコメーターの導入
■ アイドリングストップの推進
■ DC、チルドセンターからの
  効率的配送

■ 容器包装材を
  削減したPB商品

■ 調理のときにゴミが
  でないぶなしめじ

■ 調理後の油をビニール
  ハウスの暖房燃料とし
  栽培したトマト

■ 詰替商品を販売し、
  ゴミとなる容器の削減

■ フロン類は100％回収し破壊処理

■ 車イスの設置

■ 天井照明の蛍光灯と
  スポットライトをLED化

■ レジ袋のリユース
  （詳細はＰ28）
■ バイオマスプラス
  チックを使用した
  レジ袋（詳細はＰ28）

■ センサー付きタイマーで無駄な電気の削減

■ ノンフロン（自然冷媒）を使用した
  ショーケースの導入（詳細はP27）

■ ショーケース照明のLED化
■ 高さの低いショーケース

■ 省エネ型自動
  販売機の設置 ■ AEDの設置

事業活動の環境影響

■ 太陽光パネルの設置（詳細はP27）

発泡トレー

断熱材、
発泡トレーなど

絵の具のキャップや
育苗箱など

回   収   量 244t
CO₂削減量 1,481t-co₂

回   収   量 499t
CO₂削減量 1,926t-co₂

回   収   量 345t
CO₂削減量 170t-co₂

回   収   量 82t
CO₂削減量 26t-co₂

回   収   量 284t
CO₂削減量 950t-co₂

透明容器

トレー・建築用・農業用
資材

紙パック

トイレットペーパー

ペットボトル

透明トレーなど

回   収   量 8t
CO₂削減量 30t-co₂

レジ袋、ポリ袋

ゴミ袋、RPF（固形燃料）
杭、環境活動紹介ボード

ペットボトルキャップ
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■ 車イス、お子様連れ、妊婦
  の方専用の駐車場

■ 段差のないバリアフリー対応 ■ 身体障がい者補助犬の同伴入店可能
■ 介助が必要な時のインターフォンの設置

■ 節水バルブ内蔵の便器
■ 節水自動水栓の手洗い器
■ オストメイト対応のトイレ
■ 授乳室の設置

■ 紙パック、発泡トレー、透明容器、レジ袋、ペットボトルキャップの店頭回収
■ 地方自治体からの要請地域ではペットボトルの店頭回収に協力

■ ごみは地域にあわせて適正処理
■ 食品残渣はリサイクル（詳細はP26）

■ 過剰な容器包装を削減した
  菓子類の販売（詳細はP28）

■ バイオマス含有
  プラスチック容器
  包装を使用した
  水産珍味

■ ノントレーの肉を販売し、容器包装の削減
■ 消費期限の長い真空パック商品の販売

■ デジタルタコメーターの導入
■ アイドリングストップの推進
■ DC、チルドセンターからの
  効率的配送

■ 容器包装材を
  削減したPB商品

■ 調理のときにゴミが
  でないぶなしめじ

■ 調理後の油をビニール
  ハウスの暖房燃料とし
  栽培したトマト

■ 詰替商品を販売し、
  ゴミとなる容器の削減

■ フロン類は100％回収し破壊処理

■ 車イスの設置

■ 天井照明の蛍光灯と
  スポットライトをLED化

■ レジ袋のリユース
  （詳細はＰ28）
■ バイオマスプラス
  チックを使用した
  レジ袋（詳細はＰ28）

■ センサー付きタイマーで無駄な電気の削減

■ ノンフロン（自然冷媒）を使用した
  ショーケースの導入（詳細はP27）

■ ショーケース照明のLED化
■ 高さの低いショーケース

■ 省エネ型自動
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事業活動の環境影響

■ 太陽光パネルの設置（詳細はP27）

発泡トレー

断熱材、
発泡トレーなど

絵の具のキャップや
育苗箱など

回   収   量 244t
CO₂削減量 1,481t-co₂

回   収   量 499t
CO₂削減量 1,926t-co₂

回   収   量 345t
CO₂削減量 170t-co₂

回   収   量 82t
CO₂削減量 26t-co₂

回   収   量 284t
CO₂削減量 950t-co₂

透明容器

トレー・建築用・農業用
資材

紙パック

トイレットペーパー

ペットボトル

透明トレーなど

回   収   量 8t
CO₂削減量 30t-co₂

レジ袋、ポリ袋

ゴミ袋、RPF（固形燃料）
杭、環境活動紹介ボード

ペットボトルキャップ
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■基本的な考え方
　コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方は、意
思決定の迅速化と透明性・公平性の確保を図り、責任体制
を明確化するとともに、法令や社会的規範の順守及び内部
統制システムも含めた企業倫理の整備に努めることです。
　経営における最も重要な事項は、地域のお客様に反復継
続して店舗をご利用していただけるかであり、常勤の取締
役は日常的に販売現場の実態を正確に把握すべく活動し、
お客様の変化にいち早く対応できるようにスリムでフラット
な経営管理組織を構築しています。

■現状のコーポレート・ガバナンス体制の概要
　経営に関する意思決定と業務執行の役割を明
確化し、企業集団全体の業務執行体制について、
迅速かつ機動的な経営戦略の実現を図るととも
に、責任を明確化しコーポレート・ガバナンス体
制を強化することを目的として、2007年5月より
執行役員制度を導入しています。

　私たちは、常に取り巻く社会環境の変化に適切に対応し、法令や社会規範を順守し、社会倫理に沿った企業活動
を進めることで、ステークホルダーの皆様からの信頼をさらに高めます。また世界のすべての人が、平和な社会の
もとで生活できることを目指します。

コーポレート・ガバナンス

　アクシアル リテイリングでは、出店地域のお祭りに協賛をしてい
ます。世界平和の実現を願い、日本三大花火大会のひとつである
『長岡まつり大花火大会』では原信提供正三尺玉三連発を打ち上げ
ています。この花火は、「平和」「慰霊」「復興」の象徴でもあります。
（2020年度は新型コロナウイルス感染症の影響に伴い中止）

地域のお祭り協賛

信頼の構築と平和な社会
平和と公正をすべての人に

正三尺玉三連発（合成写真）

株主総会

取締役会（取締役・社外取締役）

監査役会（監査役・社外監査役）

代表取締役

【管理監督機能】

内部統制管理室（内部統制整備・管理）

TQM推進部（経営方針管理）

【任意設置機関】
指名委員会（経営陣幹部候補者指名）

報酬委員会（経営陣幹部報酬額検討）

業務監査室（内部監査執行）

内部統制整備委員会（財務報告に係る内部統制評価）

環境内部監査委員会（環境内部監査執行）

コンプライアンス委員会（倫理コンプライアンス審議）

リスクマネジメント委員会（企業リスク検討）

【業務執行機能】
指示 管理

報告

助言

報告

報告

諮問答申

選任報告
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報告

選任

報告 選任

監査監査
会計監査人

内
部
通
報
窓
口（
社
内・社
外
）

顧
問
弁
護
士

管理

監視

監視

監視

監視

監視

指示

指示

指示

指示

指示

指示

グループ経営会議

各主管部署
各関係会社

コーポレート・ガバナンス体制についての模式図

■コーポレート・ガバナンスについては
　こちらから
　https://www.axial-r.com/ir/cg

　環境保全活動に対する投資、費用とその効果を把握して、環境保全活動の効率化に努めています。コスト集計
及び効果の把握方法は環境省「環境会計ガイドライン２００５版」を参考にして作成しました。

環境会計

環境保全コスト （単位：千円）

主な取り組みの内容

内
　
　訳

（１）事業エリア内コスト

（１）－１公害防止コスト

　　 （１）－２地球環境保全コスト

　　 （１）－３資源循環コスト

（２）上・下流コスト

（３）管理活動コスト

（４）研究開発コスト

（５）社会活動コスト

（６）環境損傷対応コスト

　　　　　　　　　　　　　　 ーー

ばい煙・地下タンク・浄化槽検査費 

グリーストラップ等設備導入費  

グリーストラップ清掃費、浄化槽維持費など

ＬＥＤ照明工事など 

 廃棄物処理費、生ゴミリサイクル費など

容器包装リサイクル法再商品化委託料、レジ袋不使用２円引き費用

ISO審査費用、環境教育、EMS各種勉強会、新店の緑地など

　　　　　　　　　　　　　　 ーー

各種組合費など

アスベスト除去費用

　　　　　　　　　　　　　　 ーー

環境保全効果
環境保全効果の分類 環境パフォーマンス指標（単位）

電力使用量（MWh) 

ガス使用量（千㎥）

重油使用量（ｋℓ） 

灯油使用量（ｋℓ） 

軽油使用量（ｋℓ）

水使用量（千㎥）

ＣＯ２排出量（ｔ－ＣＯ２）

廃棄物総排出量（ｔ）

廃棄物最終処分量（ｔ）

排水量（千㎥）

レジ袋回収量（ｔ）

紙パック回収量（ｔ）

発泡トレー回収量（ｔ）

透明容器回収量（ｔ）

ペットボトルキャップ回収量（ｔ） 

ペットボトル回収量（ｔ） 

※対象企業：原信、ナルス
※減価償却費については２000年以降に実施した原信の設備投資について集計しており、ナルスでは集計していません。

事業活動から産出
する財・サービスに
関する環境保全
効果

事業活動から排出
する環境負荷及び
廃棄物に関する環
境保全効果

事業活動に投入す
る資源に関する環
境保全効果

環境保全対策に伴う経済効果 （単位：千円）

効果の内容

 リサイクル品売却益

 店頭回収品売却益
収 益

合 計

費 用
節 減

店頭回収による容リ法
再商品化委託料の節減

ショッピングバッグ持参
によるレジ袋費の節減

              ーー

分　類

合　計

※対象企業：原信、ナルス、フレッセイ

※対象企業：原信、ナルス、フレッセイ

投資額 費用額

179,017

105,502

73,515

ー     

ー     

13,067

ー     

ー     

ー     

192,084

513,446

132,878

94,289

286,279

53,402

27,421

ー     

50

34,850

629,169

190,480

447

34

237

3,294

780

108,847

23,594

6,039

780

8

345

244

499

82

284

2020年度

投資額 費用額

320,669

60,509

260,160

ー     

ー     

8,000

ー     

ー     

ー     

328,669

492,671

88,444

127,953

276,274

103,708

35,331

ー     

76

385

632,171

2019年度

2020年度2020年度

192,562

418

27

32

3,246

808

99,302

25,040

6,515

808

16

326

238

447

84

266

2019年度

17,130

8,492

19,559

217,183

257,174

2019年度

60,320

8,203

21,216

67,370

157,109
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統制システムも含めた企業倫理の整備に努めることです。
　経営における最も重要な事項は、地域のお客様に反復継
続して店舗をご利用していただけるかであり、常勤の取締
役は日常的に販売現場の実態を正確に把握すべく活動し、
お客様の変化にいち早く対応できるようにスリムでフラット
な経営管理組織を構築しています。

■現状のコーポレート・ガバナンス体制の概要
　経営に関する意思決定と業務執行の役割を明
確化し、企業集団全体の業務執行体制について、
迅速かつ機動的な経営戦略の実現を図るととも
に、責任を明確化しコーポレート・ガバナンス体
制を強化することを目的として、2007年5月より
執行役員制度を導入しています。

　私たちは、常に取り巻く社会環境の変化に適切に対応し、法令や社会規範を順守し、社会倫理に沿った企業活動
を進めることで、ステークホルダーの皆様からの信頼をさらに高めます。また世界のすべての人が、平和な社会の
もとで生活できることを目指します。

コーポレート・ガバナンス

　アクシアル リテイリングでは、出店地域のお祭りに協賛をしてい
ます。世界平和の実現を願い、日本三大花火大会のひとつである
『長岡まつり大花火大会』では原信提供正三尺玉三連発を打ち上げ
ています。この花火は、「平和」「慰霊」「復興」の象徴でもあります。
（2020年度は新型コロナウイルス感染症の影響に伴い中止）

地域のお祭り協賛

信頼の構築と平和な社会
平和と公正をすべての人に

正三尺玉三連発（合成写真）

株主総会

取締役会（取締役・社外取締役）

監査役会（監査役・社外監査役）

代表取締役

【管理監督機能】

内部統制管理室（内部統制整備・管理）

TQM推進部（経営方針管理）

【任意設置機関】
指名委員会（経営陣幹部候補者指名）

報酬委員会（経営陣幹部報酬額検討）

業務監査室（内部監査執行）

内部統制整備委員会（財務報告に係る内部統制評価）
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コンプライアンス委員会（倫理コンプライアンス審議）
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　環境保全活動に対する投資、費用とその効果を把握して、環境保全活動の効率化に努めています。コスト集計
及び効果の把握方法は環境省「環境会計ガイドライン２００５版」を参考にして作成しました。
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環境保全コスト （単位：千円）

主な取り組みの内容
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　訳

（１）事業エリア内コスト

（１）－１公害防止コスト

　　 （１）－２地球環境保全コスト

　　 （１）－３資源循環コスト

（２）上・下流コスト

（３）管理活動コスト

（４）研究開発コスト

（５）社会活動コスト

（６）環境損傷対応コスト

　　　　　　　　　　　　　　 ーー

ばい煙・地下タンク・浄化槽検査費 

グリーストラップ等設備導入費  

グリーストラップ清掃費、浄化槽維持費など

ＬＥＤ照明工事など 

 廃棄物処理費、生ゴミリサイクル費など

容器包装リサイクル法再商品化委託料、レジ袋不使用２円引き費用

ISO審査費用、環境教育、EMS各種勉強会、新店の緑地など

　　　　　　　　　　　　　　 ーー

各種組合費など

アスベスト除去費用

　　　　　　　　　　　　　　 ーー

環境保全効果
環境保全効果の分類 環境パフォーマンス指標（単位）

電力使用量（MWh) 

ガス使用量（千㎥）

重油使用量（ｋℓ） 

灯油使用量（ｋℓ） 

軽油使用量（ｋℓ）

水使用量（千㎥）

ＣＯ２排出量（ｔ－ＣＯ２）

廃棄物総排出量（ｔ）

廃棄物最終処分量（ｔ）

排水量（千㎥）

レジ袋回収量（ｔ）

紙パック回収量（ｔ）

発泡トレー回収量（ｔ）

透明容器回収量（ｔ）

ペットボトルキャップ回収量（ｔ） 

ペットボトル回収量（ｔ） 

※対象企業：原信、ナルス
※減価償却費については２000年以降に実施した原信の設備投資について集計しており、ナルスでは集計していません。
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関する環境保全
効果
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する環境負荷及び
廃棄物に関する環
境保全効果

事業活動に投入す
る資源に関する環
境保全効果

環境保全対策に伴う経済効果 （単位：千円）

効果の内容

 リサイクル品売却益

 店頭回収品売却益
収 益

合 計

費 用
節 減

店頭回収による容リ法
再商品化委託料の節減

ショッピングバッグ持参
によるレジ袋費の節減

              ーー
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〈アクシアル リテイリングのあゆみ〉

1950

1958

1959

1967

1974

1979

1983

1988

1990

1991

1992

1996

1997

1999

2000

2001

2003

2004

2005

2006

2007

2008

2009

2010

2011

2012

2013

2015

2016

2017

2018

2019

2020

2021

年

（株）原信 設立（スーパーマーケット創業）

CGCグループ加盟

TQC導入

新潟証券取引所に上場

原信・福屋・こたやの３社合併、新生原信誕生
TQCを軸としたHTS活動開始
「原信サマースカラシップ」スタート

中之島物流センター開設

新・ロゴマークの採用
長期ビジョン「2010 VISION」策定

レジでの袋詰めサービス開始

東京証券取引所２部に株式上場
環境マネジメントシステムISO14001認証取得
ニューコンセプト導入
（簡単便利＋もっと豊かにをコンセプトとした店舗づくり）

はらしんカード（クレジットカード）取り扱いスタート

7・13水害（2店舗浸水）
中越地震発生（44店舗中22店舗被災、3店舗閉鎖）

HTSをTQMに名称変更（ナルスTQM活動スタート）
株式会社ナルスと経営統合
原信ナルスホールディングス株式会社を設立

東京証券取引所１部に指定替え
第1回原信ナルス会開催
中越沖地震発生（7店舗被災）

ナルス ISO１４００１認証取得（適用範囲の拡大）
上越物流センター開設

長期ビジョン「Advanced Regional Chain」策定

ニューコンセプトⅡ（NCⅡ）スタート
（毎日の食生活を豊かに楽しくするような提案のできるスーパーマーケットづくり）

東日本大震災発生
（PB商品１個につき1円を被災地に寄付する『まごころの１円プログラム』）
原信ネットスーパースタート
新潟県優良リサイクル事業所表彰受賞

川崎店グロサリー部門「抹茶ラテラテサークル」が
QCサークル石川馨賞を初受賞
株式会社フレッセイホールディングスと経営統合し、アクシアル リテイリング株式会社を設立
3R推進功労者等表彰会長賞受賞
原信ナルス中之島ＤＣ開設

紺綬褒章受章（関東甲信地区大雪災害における群馬県への義援金寄付により）
ニューコンセプトⅡ＋（ＮＣⅡ＋）スタート

株式会社格付投資情報センターより格付け及び方向性  A－（安定的）に格上げ

原信 スーパーマーケット創業50周年

代表取締役社長原和彦がＱＣサークル経営者賞を受賞
ローリー中之島プロセスセンター開設

ナルス スーパーマーケット創業６０周年

グループ新ビジョン「Enjoy! Axial Session♪」策定
日本品質奨励賞 ＴＱＭ奨励賞受賞　　　　　　
原信・ナルス 第1回新潟ＳDGｓアワード大賞受賞
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創業：1907年（明治40）
原信吾が原蝋燭（ろうそく）店を長岡市で開業。西洋ろうそくを扱う。家の
明かりを灯すろうそくを一品一品ていねいに、大切につくりあげる。戦後
はせとものを取り扱い、バラエティストアへと転身。いつの時代もお客様
の生活に必要なものに対応し、変化し続けてきた。

創業：1948年（昭和23）
成澤芳雄がこんにゃく・豆腐製造の成沢
商店を直江津市で開業。「為せば成る」
の心をもとに、「主婦の店」、その後
「主婦の店ナルス」としてスーパー
マーケットを運営。

創業：1850年（嘉永3）
植木文左衛門が海のない地域の方々においしい魚を
提供したいという想いから、鮮魚塩干物の卸小売業
「松葉屋」として創業。

主婦の店直江津店開店
（スーパーマーケット創業）

商号を（株）ナルスに変更

新・ロゴマークの採用

ナルスカード導入

（株）松清本店設立

スーパーマーケット創業

CGCグループ加盟

商号を（株）フレッセイに変更

FIC活動（フレッセイ改善活動）キックオフ

フレッセイポイントカード全店導入

フレッセイカスタマーカード導入

アップグレード型業態
出店

障害者雇用優良企業
厚生労働大臣賞受賞

キャリア教育文部科学大臣賞受賞

株式会社フレッセイホールディングス設立

MITHS活動（QCサークル）スタート
移動販売車「フレッシー便」介護施設や団地巡回開始

TQM活動スタート

前橋物流センター開設

群馬県食育推進活動優良企業表彰受賞

フレッセイ スーパーマーケット創業60周年

フ
レ
ッ
セ
イ

原信ナルスホールディングス
ロゴマーク

（2006年～2013年）

フレッセイ ロゴマーク
（1992年～）

原信 ロゴマーク
（1997年～）

ナルス ロゴマーク
（1990年～）

原信東坂之上店開店
（1967年）

SSM1号店の原信吉田店（1991年）

原信ナルスホールディングス
東証一部上場（2007年）
        （左）原信一社長
        （右）山崎軍太郎会長

アップグレード型業態
として初出店した
「クラシード若宮」店内

松清本店  セルフサービスの
店創業当時を描いた絵

（左）山崎軍太郎会長
（中）原和彦社長
（右）植木威行副社長

フィック

ミッツ

アクシアル リテイリング
ロゴマーク（2013年～）

ニューコンセプトⅡの考えを取り
入れ、アースカラーを基調とし、
落ちついたイメージの店舗外観
                        （原信美沢店）

みんなでゴールを目指そう
パートナーシップで目標を達成しよう

　原信では「まちごと美術館CotoCoto（ことこと）」様とコラボレーションさせて
頂き、障がいがある人のアート作品をカフェコーナーで展示する「原信ミュージ
アム」を開催しています。（新潟市・長岡市・村上市・柏崎市に計9店舗）

■まちごと美術館CotoCoto（ことこと）様コラボ
　ショッピングバッグプレゼント
　２０２０年７月に、原信ミュージアムで展示している障
がいがある人のアート作品をデザインしたショッピング
バッグを製作し、４０，０００名様にプレゼントしました。

　私たちは、社会の課題を解決するため、お客様やお取引先様をはじめ、あらゆるステークホルダーの皆様
と連携協力を構築しながら、ＳＤＧｓの１７の目標達成を目指します。

原信ミュージアム

　フレッセイでは群馬県以外の自治体では初となる栃木
県佐野市と2021年1月に災害協定を締結しました。また
翌2月には国土交通省高崎河川国道事務所と相互に
協力して、災害時における群馬県内の国道の立ち往生車
両に対して行う、支援物資の供給協定を締結しました。
　また原信とナルスでは、新潟県と富山県内の9市と
災害協定を締結しています。

災害協定

　被災された皆様の早期復興に役立てていただくため、
救援金を寄託しました。
■令和２年７月豪雨
　お客様よりご協力いただいた募金にアクシアル リテイ
リンググループからの寄付を加えた総額400万円を被災
地である鹿児島県や熊本県に寄託しました。
■足利市山林火災
　フレッセイでは300万円を栃木県足利市に寄付しました。

救援金の寄託
　原信は各地方自治体の事業に賛同し、寄付
を実施いたしました。
■新潟県南魚沼市の景観形成による観光振
興を主目的とした無電柱化事業に賛同し、
100万円を寄付しました。
■長野県安曇野市の地方創生と持続的発展
に向けた取り組みの趣旨に賛同し、300万
円を寄付しました。

地方自治体への寄付

　お取引先様と、より一層の共存共栄を図り、発展に向け研鑚し、地域のお客様の生活により大きな貢献を図る
ことを目的として、原信ナルス会、フレッセイ共栄会をお取引先様とともに設立しています。
（2020年度は新型コロナウイルス感染症の影響に伴い中止）

原信ナルス会、フレッセイ共栄会

新潟県庁への表敬訪問での取り組み報告

災害協定締結の県・市

原信ミュージアム

長岡市
●

燕市
●

阿賀野市
●

上越市
●

妙高市
●

糸魚川市
●

魚津市
●

魚沼市
●

佐野市
●

沼田市
●
桐生市
●

伊勢崎市●
前橋市●

渋川市
       ●

●
十日町市

さん

群馬県
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〈アクシアル リテイリングのあゆみ〉
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2006

2007

2008

2009

2010

2011

2012

2013

2015

2016

2017

2018

2019

2020

2021

年

（株）原信 設立（スーパーマーケット創業）

CGCグループ加盟

TQC導入

新潟証券取引所に上場

原信・福屋・こたやの３社合併、新生原信誕生
TQCを軸としたHTS活動開始
「原信サマースカラシップ」スタート

中之島物流センター開設

新・ロゴマークの採用
長期ビジョン「2010 VISION」策定

レジでの袋詰めサービス開始

東京証券取引所２部に株式上場
環境マネジメントシステムISO14001認証取得
ニューコンセプト導入
（簡単便利＋もっと豊かにをコンセプトとした店舗づくり）

はらしんカード（クレジットカード）取り扱いスタート

7・13水害（2店舗浸水）
中越地震発生（44店舗中22店舗被災、3店舗閉鎖）

HTSをTQMに名称変更（ナルスTQM活動スタート）
株式会社ナルスと経営統合
原信ナルスホールディングス株式会社を設立

東京証券取引所１部に指定替え
第1回原信ナルス会開催
中越沖地震発生（7店舗被災）

ナルス ISO１４００１認証取得（適用範囲の拡大）
上越物流センター開設

長期ビジョン「Advanced Regional Chain」策定

ニューコンセプトⅡ（NCⅡ）スタート
（毎日の食生活を豊かに楽しくするような提案のできるスーパーマーケットづくり）

東日本大震災発生
（PB商品１個につき1円を被災地に寄付する『まごころの１円プログラム』）
原信ネットスーパースタート
新潟県優良リサイクル事業所表彰受賞

川崎店グロサリー部門「抹茶ラテラテサークル」が
QCサークル石川馨賞を初受賞
株式会社フレッセイホールディングスと経営統合し、アクシアル リテイリング株式会社を設立
3R推進功労者等表彰会長賞受賞
原信ナルス中之島ＤＣ開設

紺綬褒章受章（関東甲信地区大雪災害における群馬県への義援金寄付により）
ニューコンセプトⅡ＋（ＮＣⅡ＋）スタート

株式会社格付投資情報センターより格付け及び方向性  A－（安定的）に格上げ

原信 スーパーマーケット創業50周年

代表取締役社長原和彦がＱＣサークル経営者賞を受賞
ローリー中之島プロセスセンター開設

ナルス スーパーマーケット創業６０周年

グループ新ビジョン「Enjoy! Axial Session♪」策定
日本品質奨励賞 ＴＱＭ奨励賞受賞　　　　　　
原信・ナルス 第1回新潟ＳDGｓアワード大賞受賞

原  

信
ナ
ル
ス

原
信
ナ
ル
ス
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

ア
ク
シ
ア
ル 

リ
テ
イ
リ
ン
グ

創業：1907年（明治40）
原信吾が原蝋燭（ろうそく）店を長岡市で開業。西洋ろうそくを扱う。家の
明かりを灯すろうそくを一品一品ていねいに、大切につくりあげる。戦後
はせとものを取り扱い、バラエティストアへと転身。いつの時代もお客様
の生活に必要なものに対応し、変化し続けてきた。

創業：1948年（昭和23）
成澤芳雄がこんにゃく・豆腐製造の成沢
商店を直江津市で開業。「為せば成る」
の心をもとに、「主婦の店」、その後
「主婦の店ナルス」としてスーパー
マーケットを運営。

創業：1850年（嘉永3）
植木文左衛門が海のない地域の方々においしい魚を
提供したいという想いから、鮮魚塩干物の卸小売業
「松葉屋」として創業。

主婦の店直江津店開店
（スーパーマーケット創業）

商号を（株）ナルスに変更

新・ロゴマークの採用

ナルスカード導入

（株）松清本店設立

スーパーマーケット創業

CGCグループ加盟

商号を（株）フレッセイに変更

FIC活動（フレッセイ改善活動）キックオフ

フレッセイポイントカード全店導入

フレッセイカスタマーカード導入

アップグレード型業態
出店

障害者雇用優良企業
厚生労働大臣賞受賞

キャリア教育文部科学大臣賞受賞

株式会社フレッセイホールディングス設立

MITHS活動（QCサークル）スタート
移動販売車「フレッシー便」介護施設や団地巡回開始

TQM活動スタート

前橋物流センター開設

群馬県食育推進活動優良企業表彰受賞

フレッセイ スーパーマーケット創業60周年

フ
レ
ッ
セ
イ

原信ナルスホールディングス
ロゴマーク

（2006年～2013年）

フレッセイ ロゴマーク
（1992年～）

原信 ロゴマーク
（1997年～）

ナルス ロゴマーク
（1990年～）

原信東坂之上店開店
（1967年）

SSM1号店の原信吉田店（1991年）

原信ナルスホールディングス
東証一部上場（2007年）
        （左）原信一社長
        （右）山崎軍太郎会長

アップグレード型業態
として初出店した
「クラシード若宮」店内

松清本店  セルフサービスの
店創業当時を描いた絵

（左）山崎軍太郎会長
（中）原和彦社長
（右）植木威行副社長

フィック

ミッツ

アクシアル リテイリング
ロゴマーク（2013年～）

ニューコンセプトⅡの考えを取り
入れ、アースカラーを基調とし、
落ちついたイメージの店舗外観
                        （原信美沢店）

みんなでゴールを目指そう
パートナーシップで目標を達成しよう

　原信では「まちごと美術館CotoCoto（ことこと）」様とコラボレーションさせて
頂き、障がいがある人のアート作品をカフェコーナーで展示する「原信ミュージ
アム」を開催しています。（新潟市・長岡市・村上市・柏崎市に計9店舗）

■まちごと美術館CotoCoto（ことこと）様コラボ
　ショッピングバッグプレゼント
　２０２０年７月に、原信ミュージアムで展示している障
がいがある人のアート作品をデザインしたショッピング
バッグを製作し、４０，０００名様にプレゼントしました。

　私たちは、社会の課題を解決するため、お客様やお取引先様をはじめ、あらゆるステークホルダーの皆様
と連携協力を構築しながら、ＳＤＧｓの１７の目標達成を目指します。

原信ミュージアム

　フレッセイでは群馬県以外の自治体では初となる栃木
県佐野市と2021年1月に災害協定を締結しました。また
翌2月には国土交通省高崎河川国道事務所と相互に
協力して、災害時における群馬県内の国道の立ち往生車
両に対して行う、支援物資の供給協定を締結しました。
　また原信とナルスでは、新潟県と富山県内の9市と
災害協定を締結しています。

災害協定

　被災された皆様の早期復興に役立てていただくため、
救援金を寄託しました。
■令和２年７月豪雨
　お客様よりご協力いただいた募金にアクシアル リテイ
リンググループからの寄付を加えた総額400万円を被災
地である鹿児島県や熊本県に寄託しました。
■足利市山林火災
　フレッセイでは300万円を栃木県足利市に寄付しました。

救援金の寄託
　原信は各地方自治体の事業に賛同し、寄付
を実施いたしました。
■新潟県南魚沼市の景観形成による観光振
興を主目的とした無電柱化事業に賛同し、
100万円を寄付しました。
■長野県安曇野市の地方創生と持続的発展
に向けた取り組みの趣旨に賛同し、300万
円を寄付しました。

地方自治体への寄付

　お取引先様と、より一層の共存共栄を図り、発展に向け研鑚し、地域のお客様の生活により大きな貢献を図る
ことを目的として、原信ナルス会、フレッセイ共栄会をお取引先様とともに設立しています。
（2020年度は新型コロナウイルス感染症の影響に伴い中止）

原信ナルス会、フレッセイ共栄会

新潟県庁への表敬訪問での取り組み報告

災害協定締結の県・市

原信ミュージアム

長岡市
●

燕市
●

阿賀野市
●

上越市
●

妙高市
●

糸魚川市
●

魚津市
●

魚沼市
●

佐野市
●

沼田市
●
桐生市
●

伊勢崎市●
前橋市●

渋川市
       ●

●
十日町市
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植物油インキマークは植物油
を使用した印刷インキに表示
できるマークです。

発行者：アクシアル リテイリング株式会社    印刷：高速印刷株式会社

新潟県長岡市中興野18番地2〒954-0193
Tel.(0258)66-6711  Fax.(0258)66-6727
https://www.axial-r.com/

［対象期間］２０20年度（２０20年4月～２０21年3月）※  ［対象範囲］アクシアル リテイリンググループ企業  ［発行日］２０21年6月
［参考ガイドライン］ＧＲＩサステナビリティ・レポーティング・スタンダード2016、環境省「環境報告書ガイドライン（2012版）」
［お問い合わせ先］原信ナルスオペレーションサービス株式会社 ＴＱＭＣＳＲ部 環境ＣＳＲ室
［ＴＥＬ］0258-66-8650  ［ＦＡＸ］0258-66-8663  ［ＵＲＬ］https://www.axial-r.com/contact/
※一部に対象年度以外のものを含む場合があります。


